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お弁当、おいしそうでしょ！
牛山町の中島さん宅にて
長女七海ちゃん（11）と
次女三千里ちゃん（7）
お母さんのキャラクター弁当
を前にニッコリ
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6月5日は環境の日です。これは、昭和47年6月5日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を
記念して定められたものです。日本では環境基本法で「環境の日」と定め、平成3年度から6月の1か月間を「環
境月間」としています。みんなで環境まちづくりに取り組みましょう。

身近な環境問題に関心を持ち、できることから実践しましょう！身近な環境問題に関心を持ち、できることから実践しましょう！

　地球温暖化防止への取り組みとして、省エネに努める、無駄遣いをなくす、といったものがあります。一
つひとつは小さな行動ですが、その積み重ねで、きっと大きな成果が得られると思います。次の世代の環境
を守るため、省エネライフに心掛けましょう。

い省エネライフに取り組んでみませんか？環境にやさしい省エネラ環境にやさしい省エネライフに取り組んでみませんか？

　こどもエコクラブは、環境省が支援する環境活動クラブのことで、自
然観察やリサイクル活動など、身近にできる地球にやさしい活動を自由
に取り組みます。幼児から高校生までのメンバー 2人以上と、活動を支
える大人（サポーター）1人以上で登録できます。登録をすると、環境記
録ノートやメンバーズバッジなど活動に役に立つキットが送られます。

こどもエコクラブに参加しませんか？

CO²削減／ライトダウンキャンペーン　

登録方法▶登録用紙（こどもエコクラブホームページに用意）に必要事項を記入して、環境政策課へ
　　　　こどもエコクラブホームページ　http://www.ecoclub.go.jp/

　環境省では地球温暖化防止のため、6月20日（日）から7月7日（水）まで｢ＣＯ₂削減／ライトダウンキ
ャンペーン｣を実施します。また、6月21日（月）〈夏至〉は｢ブラックイルミネーション2010｣として、7
月7日（水）〈クールアース・デー〉は｢七夕ライトダウン｣として、全国のライトアップ施設や屋内照明
などの消灯を呼び掛けています。家庭でも家の明かりを消して省エネや地球温暖化防止について考え
てみませんか。

市では緑のカーテン
コンテストの参加者
を募集しています。
詳しくは環境政策課
（☎85－6211）へ家族が同じ部屋で団らんし、

照明の利用を減らす。
冷房の温度を１℃高く設
定する。

1℃
UP
1℃
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1℃
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1℃
UP
1℃
UP
1℃
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ごみの減量に努める。
河川をきれいにし、水や生
物を大切にする。

公共交通機関や自転車を
利用する。

自然に親しみ、自然から
学び、自然を守り育てる。

室内温度を下げる効果の
ある「緑のカーテン」を育
てる。

ごみ
ごみ

はは環境月間環境月間６月
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情報あ・ら・か・る・と

水谷忠成議長 林克巳副議長

5月11日(火)に開かれた市議会臨時会で、議長
と副議長の選挙が行われ、議長に水谷忠成氏、
副議長に林克巳氏が選ばれました。

市議会の議長と副議長が
決まりました

6月1日(火)の市制67周年記念式典において、多年にわたり功績のあった次の皆さんを表彰します。(敬称
略)

市制67周年記念式典で表彰

地方自治の進展▶林上
教育の振興▶井村茂則、澤木博
体育の振興▶庄司惠、林一雄、櫻井薫
社会教育の振興▶丸山真由美
文化の振興 ▶長谷川清和、椎尾博、島田紀美子、

二村みどり
産業の振興▶貴田永克、成瀬敏典
農業の振興▶安田勝、長江厚
社会福祉の向上▶稲垣薫、堀部鎭子、臼井留美子、

　鈴木信子、波多野雅子、下見佳代子、
　伊藤照夫、勝尾武夫、田中良治、

　　　　　森川邦子
老人福祉の向上▶毛利元孝

問い合わせ▶秘書課（☎85－6016）

保健衛生の向上▶横井勝也、佐久間立明、
　　　　　渡辺昌亮
防災活動の推進▶野村浩彦
交通安全の推進▶内田昭夫、鬼頭兼松、坂㞍藤次
公益寄附▶㈱協和コーポレーション
消費者行政の推進▶塚田蒼生子
安全なまちづくりの推進▶鈴木宏昭
環境美化の推進▶伊藤稔、あおぞら子ども会、
　　　　　町屋友の会
ボランティア活動の推進▶水野千惠子、伊神壽代、

　竹村絹子、安達静江、久保典子、
　　　　　ボランティアあゆみ、朗読サークル 秋桜

7月24日(土)〈小雨決行、荒天
中止時は25日(日)〉に落合公園
で開催する市民納涼まつりを
盛り上げるためのサポーター
を募集します。サポーターとし
て協賛すると、花火を目の前
で見られる特別区域(サポータ
ーシート)の入場券を渡します。
皆さんのサポートが花火をさ
らに華やかにしますので、ぜひ
協賛してください。

協賛金▶1口1000円　※1口につき、入
場券を1枚(1人分)渡します

申し込み▶6月4日(金)～7月16日(金)に、①直
接、市民生活課、東部市民セン
ター、味美ふれあいセンターへ
②市民生活課内納涼まつり実行
委員会事務局(☎85－6622)にて
電話予約　※数に限りがありま
す。券に余裕がある場合は当日
も受け付け

納涼まつりのサポーターを募集

小倉紀彦

農業委員会委員▶3人
教職員▶28人
産業従事者▶45人

市政功労者表彰

一般表彰

永年勤続表彰
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最近では医師不足などにより県内においても自治体病院の閉鎖・統
廃合などが現実のものとなっています。市民病院では、そのような
不測の事態に陥らないよう、医療スタッフの確保を始めさまざまな
努力を重ねていますが、市民の皆さんにも協力をお願いしなければ
ならないことがあります。地域医療を守るため、医療の現状と問題
点を３回にわたってお知らせします。

地域医療を守るために地域医療を守るために

問い合わせ▶市民病院医事課（☎57－0057）

平成23年7月24日までに、アナログテレビ放送は終了し、地上デジタル放送に完全移行します。地上デ
ジタル放送の相談会を市内の各施設で行いますので、近くの会場を利用してください。戸別訪問の予約
も受け付けます。

地上デジタル放送 相談会を開催

問い合わせ▶愛知県テレビ受信者支援センター〈デジサポ愛知〉（☎052－308－3930）

月　日 場　所 月　日 場　所
6/12(土)～13(日) 西部ふれあいセンター 6/21(月)～22(火) 味美ふれあいセンター
6/14(月)～18(金)
･ 21(月)～22(火)

市役所市民ホール
6/22(火)～23(水) 鷹来公民館
6/24(木)～25(金) 知多公民館

6/15(火)～16(水) 東部市民センター 6/29(火)～30(水) 高蔵寺ふれあいセンター
6/17(木)～18(金) 坂下公民館 6/29(火)～30(水) 南部ふれあいセンター

相談時間▶ 午前10時～午後4時　※事前の申し込みは必要ありません

長い待ち時間はなぜ起きる？
　病院への苦情で最も多いものは長い待ち時間に
関するものです。痛みや苦しみを抱えて受診する
人にとって、少しでも早く対処してほしいという
気持ちは当然でしょう。しかし、多くの患者が集
中すると、待ち時間は長くなってしまいます。
　市民病院は地域の中核病院として、専門医療あ
るいは救急医療が必要な人たちへの医療サービス
を提供する役割を担っています。ところが、軽い
風邪やけがなどで予約なしに受診する人が多いと
混雑し、予約制をとっていても、結果として予約
時間での診療が難しくなってしまいます。

フリーアクセスは良いこと？
　なぜ市民病院に患者が集中してしまうのでしょ
うか。その原因は今の受診制度にあります。わが
国の医療は国民皆保険の下で行われていて、保険
加入者は、どこでも自分の好きな医療機関で受診
できます。このことを医療への「フリーアクセス」
と呼びます。大変素晴らしい仕組みですが、長い

待ち時間はフリーアクセスが起こす問題と考えら
ます。
　海外では、病院にかかるには家庭医と呼ばれる
医師の紹介を必要としている国があります。一種
の門番制度です。この仕組みにすれば、待ち時間
は短縮できるかもしれません。しかし、緊急の場
合、すぐに受診ができないという問題があります。

門番よりもかかりつけ医を！
　では、今の制度で待ち時間を少なくすることは
できないのでしょうか。それには、自身の「かか
りつけ医」を持つことです。市内には多くの診療
所や中小病院があります。その中からかかりつけ
医を持ち、その医師が「市民病院での治療が必要
だ」と考えた時に紹介状を書き、市民病院を受診
することで、混雑は減少します。
　フリーアクセスは国民の権利ですが、自ら節度
を持って行うことが大切です。

第1回 待ち時間とフリーアクセス
市民病院長・渡邊有三市民病院長・渡邊有三市民病院長・渡邊有三
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5/3～５

4/24
㊏

5/5
㊗

本物みたいな動きに
くぎ付け　(交通児童遊園)

防災フェスタで楽しく
学びました  (白山運動広場)

春を満喫！植物園まつり
（グリーンピア春日井）

　ゴールデンウイークに開催された「植物園
まつり」では、晴天にも恵まれ、大勢の家族連
れなどでにぎわいました。ガーデニング教室
や草木染め体験、植物クイズ、ウサギやヒツジ
などの動物たちと触れ合えるコーナーなど、
たくさんの催しに訪れた人たちは春の一日を
思いっきり楽しみました。

　地域の人が体験しながら防災を学べるよう
にと㈳春日井青年会議所が企画・開催した防
災フェスタ。綱渡り体験、応急処置体験、バケ
ツリレーなど災害時に起きるさまざまな状況
に対応した防災方法を体験できるとあって、
子どもから高齢者まで多くの皆さんが楽しみ
ながら防災技術を学んでいました。

　子どもの日に合わせて、「おいでよ！交通児
童遊園」と題し、マジックショーや模型電車の
展示・運行などが行われ、訪れた皆さんは精巧
に作られた模型電車とジオラマに見入ってい
ました。また、3月に策定したかすがいっ子未
来プランについて、プランの内容やこれから
の子育てについて市長と参加者が語り合うふ
れあいトークも行われました。




